
【現状】

• 国産原料を使用した加工食品はそのコスト高により国内の販売が伸び悩んでいる。

• 世界的に健康志向食品への需要が増えており、ヴィーガン食品は売場・売上を増やしている。

• 世界での食料消費量は増加傾向にあり、2010年と比較して2050年にはその食料需要は1.7倍となると

予測されている。

【課題】

①小規模のメーカーには海外へ販売するためのノウハウが無く、その営業力やマンパワー不足のた

め販路の開拓も容易ではない。

➁海外のニーズに合った商品開発。各国の規制をクリアする規格や表示、配合等の作成。
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１．輸出における現状と課題

①既に販路を持つメンバー企業がそれぞれの販路やノウハウを共有することにより、メンバー企業全

体の海外への販路拡大を一気に進める。各仕向け地へのプロモーション活動を手分けして行い、一

度に多くのエリアに向けて商品を紹介する。

日本産ヴィーガン食品を世界に販売するプラットホームの構築

メンバー企業が持つ販路、支援企業や協力企業情報の共有、販売ツールを作成できる企業情報の

共有

マーケティング、プロモーション活動の協業

国内外の展示会にコンソーシアムとして出展し、共同でプロモーションを行う。

世界への販売を可能にするバックアップ機能

メンバー企業に対して、商流の紹介、海外への販売に適した商品開発の支援、その他海外への販

売に必要な情報の共有等を行う。

２．輸出事業計画の取組内容

輸出事業計画
※申請者名：ヴィーガン フーズ フレンド ジャパン
品目：農産加工食品（こんにゃく加工食品、冷凍和菓子、パン粉、菓子パン、ピザ、納豆）

 調理食品（混ぜご飯の素等）



２．輸出事業計画の取組内容

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

輸出事業計画
※申請者名：ヴィーガン・フーズ・フレンド・ジャパン
品目：農産加工食品（こんにゃく加工食品、冷凍和菓子、パン粉、菓子パン、ピザ、納豆）

 調理食品（混ぜご飯の素等）

輸出に意欲のある食品メーカーの組織化

コンソーシアムの機能、販路、人脈、情報を共有することにより新たなメンバー企業が輸出で

きるように後押しすることで、メンバー企業を増やし、輸出企業のクラスターを拡大、組織化

する。

WEBマーケティング事業

ポータルサイトを運営し、英語、中国語でも閲覧できるようにすることで、各国のバイヤーが

アクセスでき、メンバー企業やその商品についての情報を入手しやすくする。

➁コンソーシアム内でその開発や規制クリアのノウハウを共有することにより、小規模メーカーで

も新たに輸出に取り組みやすくなるようなバックアップ体制を構築する。

世界に販売する日本産食品の企画・開発

メンバー企業に対する、各国のレギュレーションをクリアする商品開発支援
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４．輸出目標額

輸出事業計画
※申請者名：ヴィーガン・フーズ・フレンド・ジャパン
品目：農産加工食品（こんにゃく加工食品、冷凍和菓子、パン粉、菓子パン、ピザ、納豆）

 調理食品（混ぜご飯の素等）

品目 項目
現状  

（令和５年度）
（2023年7月～2024年３月）

目標年
（令和８年度）

（2026年4月～2027年３
月）

こんにゃ
く加工食
品

輸出額（千円） 7,650 12,180

輸出量（ｋｇ） 12,585 19,120

輸出先国 香港、EU、イギリス、
アメリカ

香港、台湾、中国、EU、イ
ギリス、アメリカ

冷凍和菓
子

輸出額（千円） 17,000 69,400

輸出量（ｋｇ） 44,119 180,110

輸出先国 香港、台湾、中国、シンガ
ポール、アメリカ、イタリア

香港、台湾、中国、シンガ
ポール、オーストラリア、
韓国、EU、アメリカ

パン粉類 輸出額（千円） 4,000 15,000

輸出量（ｋｇ） 600 2,250

輸出先国 アメリカ、カナダ、EU、香港、
オーストラリア

アメリカ、カナダ、EU、香
港、オーストラリア

パン類、
ピザ

輸出額（千円） - 4,000

輸出量（ｋｇ） - 16,000

輸出先国 - EU

納豆類 輸出額（千円） 10,120 15,255

輸出量（ｋｇ） 13,700 19,750

輸出先国 EU、イギリス、アメリカ EU、イギリス、アメリカ

調理食品
（混ぜご
飯の素
等）

輸出額（千円） 5,250 21,000

輸出量（ｋｇ） 7,000 28,000

輸出先国 EU、アメリカ EU、イギリス、アメリカ

※ 現状の数値は見込みである。


